
十
一
月
二
日
に
、
多

ま
た
、
合
唱
は
ど
の

数
の
保
護
者
の
皆
様
、

学
年
も
す
ば
ら
し
く
、

徳
田
会
長
を
は
じ
め
学

学
年
が
上
が
る
ご
と
に

校
運
営
協
議
会
の
方
々

強
弱
等
の
表
現
力
も
高

に
お
越
し
い
た
だ
き
、

ま
っ
て
い
て
、
歌
詞
に

文
化
祭
を
実
施
す
る
こ

込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

と
が
で
き
ま
し
た
。

ジ
が
心
に
伝
わ
っ
て
き

ス
テ
ー
ジ
の
部
で

ま
し
た
。

は
、吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

今
年
度
の
卒
業
式
は

総
合
的
な
学
習
の
時
間

生
徒
た
ち
の
歌
声
が
響

の
発
表
、
合
唱
コ
ン
ク

く
式
を
し
た
い
と
心
か

ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し

ら
思
い
ま
し
た
。

た
。総

合
的
な
学
習
の
時

間
の
発
表
で
は
、
一
年

生
は
「
ふ
る
さ
と
を
み

つ
め
る
」
、
二
年
生
は

「
日
常
の
自
分
た
ち
を

み
つ
め
る
」
、
三
年
生

は
「
自
分
の
生
き
方
を

み
つ
め
る
」
と
い
う
発

表
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

三
年
生
の
発
表
で

は
、
進
路
に
対
す
る
周

囲
の
偏
見
等
に
と
ら
わ

れ
ず
自
分
の
意
思
で
進

路
を
決
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
そ
う
で
き
る

た
め
に
は
自
ら
学
ぶ
こ

と
が
必
要
な
ん
だ
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
一

・
二
年
生
や
私
た
ち
に

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

文責
宮川英樹

１０月２７日（木）に、熊本県内各地の英語の先生たちが集まる中、本校の井戸先生が１年１組において

研究授業をしました。参加者数の関係で体育館での授業となり、１年１組の生徒たちは、場所の違いや大勢

の前での授業ということで緊張していたようです。しかし、一生懸命頑張り、先生と一緒に授業をつくって

いました。参加されたすべての方が、六中生の頑張りを褒めておられました。

その時の様子は、ホームページにも載せていますのでご覧ください。

「笑顔とともに主体的に学び、つながる六中生」
学校だより 第１３号 令和４年１１月９日（水）


